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解1）

下記、株主資本等変動計算書は、本問の紙面の関係上、資本剰余金合計と利益剰余金合計の列を省略している。

別途積立金 繰越利益

剰余金

当期首残高 40,000 1,900 1,600 700 400 15,000 △ 2,600 57,000 70 70 1,000 58,070

当期変動額

　剰余金の配当

　自己株式の取得

　自己株式の処分

　当期純利益

　株主資本以

外の項目の当

期変動額

（純額）

当期変動額合計

当期末残高
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その他有価証券

　保有するその他有価証券は1銘柄（10株）であり、前期において1株あたり120千円で取得したものである。前期末時価

は1株あたり130千円、当期末時価は1株あたり115千円であり、全部純資産直入法により処理し、実行税率30％により税

効果会計を適用している。

　次の資料により、解答用紙の株主資本等変動計算書を完成させなさい。なお、純資産額がマイナスとなる場合には、金額の前に△印を付すこと。

（資料）

氏名

　前期末残高2,600千円は前期に取得した20株である。当期において1株あたり140千円で20株を追加取得し、その後1

株あたり160千円で20株を処分した。なお、処分した自己株式の帳簿価額の算定は平均法による。

点数
点/100点

剰余金の処分

　当期において、その他資本剰余金から500千円および利益剰余金から1,500千円の配当金が支払われた。また、この配当

にともない、配当金の10分の1をそれぞれ資本準備金および利益準備金として積み立てた。

自己株式

　決算において当期純利益4,000千円を計上した。

新株予約権

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 その他

有価証券

評価差額金資本準備金 その他

資本剰余金

利益準備金 その他利益剰余金

純資産合計株主資本

株主資本

合計

評価・

換算差額等

評価・

換算差額等

合計


